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近年免疫化学的手法及びradioimmunoassayにより角膜にもSubstanceP( S P) を含有する神経線維の
存在することが明らかになった。しかしその角膜内における機能については未だ不明な点が多い。今回
角膜内 SP線維の役割を明らかにする一環として， S P 線維の角膜における詳細な分布及びその起始に
ついて免疫組織化学的に検討した口
(方法ならびに成績)
方法:実験材料としてラット(体重約 100 g) を用いた。実験動物を 2 群に分け，第 1 群は角膜内 SP
線維の分布を検索するのに用い，第 2 群は SP の起始を検索するのに用いた。第 2 群のラットは麻酔
下にて眼神経を三文神経節より分枝直後の部位で外科的または電気的に破壊し， 5 --7 日後に免疫組織
化学的に検索した。すべての実験動物は左心室より冷却生理食塩水を50mi!， 続いてZamboni液を 300 mi! 
濯流後，角膜を摘出して同固定液にて 4 0C下で 2 日間，後固定を行い，その後30% ショ糖・ 01 M燐酸
バッファーにて24時間浸漬し，凍結切片(10μm) および伸展標本を作製した。 SP の証明にはCoons
らの間接蛍光抗体法を用いた。角膜伸展標本としては全層角膜を用い，冷却燐酸バッファーにて10分間
洗浄後蛍光抗体法に供した。




















角膜 SP 線維の起始をみるために行った破壊実験では眼神経の破壊度に相関して角膜の SP線維が減
少した。全破壊により角膜の SP線維は全く消失した。
(総括)
1) S P線維は強膜，上強膜の 2 つの層より角膜に侵入していた。









本研究は従来不明であった角膜内におけるサブスタンス P (S P) 陽性神経線維の詳細な分布につい
て，角膜の伸展標本を用いて，免疫組織化学的手法により研究したものである口その結果， S P 線維は
強膜，上強膜より角膜に侵入し，分枝しながら走行して上皮直下で神経網を形成し，さらに上皮内に入
って幅広く分布している乙とを明らかにしている。またこれらの SP線維の起始が三文神経節にある乙
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とを実験形態学的に証明している。以上の如く乙の論文は SP 陽性神経線維の角膜内における三次元的
構築を明らかにし，角膜での SP の機能の解明に大きな手がかりを与えるものである。
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